
上田・小諸のデジタル・アーカイブ化について
J20052 竹中丈二



1.テーマの意義

• 上田・小諸には共に蚕糸業及びそれと関連する膨大な資料が存在し、か

つ保存されている。(例:上塩尻地区の藤本蚕業資料、小諸の純水館資料)

↓

これらの資料は基本的に保存されたままであり、活用もローカル的に限定

されるため、知られることは難しい。

↓

資料のデジタル化によりメジャーな活用機会を与える。



2.一年間の活動内容

• 上田

• 上田自由大学関係資料のデジタル化

• 神川小学校内の山本鼎資料のデジタル化

• 小諸

NPO法人糸のまち・小諸プロジェクト理事長清水さんと協力

• 小諸の蚕糸業関連資料のデジタル化

• YouTube「いとのまちこもろちゃんねる」による発信

• 清水さんのデジタルマップ投稿補助

• 糸のまち・こもろプロジェクト主催展示会・講演会の撮影・動画化



3.上田自由大学関連資料のデジタル化

• 附属図書館内に所蔵されている上田自由大学の関連資料の撮影を行い、

デジタル化をした。

デジタル化資料URL:https://d-commons.net/uedajiyu

https://d-commons.net/uedajiyu


4.神川小学校内の山本鼎資料のデジタル化

• 神川小学校内には、大正時代に児童自由画教育運動を推進した山本鼎と

その関連資料、及び児童自由画展覧会で描かれた当時の児童たちの絵が

多数所蔵されており、それを撮影・デジタル化した。

デジタル化資料URL:https://d-commons.net/ykanae/

https://d-commons.net/ykanae/


5.小諸の蚕糸業関連資料のデジタル化

• 小諸は蚕糸業とそれを介した商業が非常に盛んだった地域であり、「商

都」とも呼ばれているが、蚕糸業に関連する資料で公開されていないも

のが多く、デジタル化を行うことで公開を試みた。

デジタル化資料URL:https://d-commons.net/uedagaku/komoro1

https://d-commons.net/uedagaku/komoro1


6.YouTube「いとのまちこもろちゃんねる」による発信

• 資料のデジタル化を進める中で、動画形式による資料の紹介も行いたい

と考え、YouTube「いとのまちこもろちゃんねる」を開設し、動画での

デジタル化を行った。

YouTubeチャンネル「いとのまちこもろちゃんねる」

URL:https://www.youtube.com/channel/UCJoM7KD6Ht_jW5n2DrIsbFw

https://www.youtube.com/channel/UCJoM7KD6Ht_jW5n2DrIsbFw


7.清水さんのデジタルマップ投稿補助

• 資料のデジタル化活動を進める一環として、清水さんにデジタルマップ

に投稿してもらい、その補助をした。

デジタル化資料URL:https://d-commons.net/uedagaku/komoro1?c=&p=4822

https://d-commons.net/uedagaku/komoro1?c=&p=4779

https://d-commons.net/uedagaku/komoro1?c=&p=4841

https://d-commons.net/uedagaku/komoro1?c=&p=4822
https://d-commons.net/uedagaku/komoro1?c=&p=4779
https://d-commons.net/uedagaku/komoro1?c=&p=4841


8.糸のまち・こもろプロジェクト主催展示会・講演会の
撮影・動画化

• NPO法人糸のまち・こもろプロジェクトは小諸の蚕糸業の歴史について

探究している団体で、法人主催の展示会・講演会に参加し、その様子を

撮影・動画化した。

動画URL:https://www.youtube.com/watch?v=1wf93yeLZ8c&t=149s

https://www.youtube.com/watch?v=FPrlFF4xDSM&t=1075s

https://www.youtube.com/watch?v=1wf93yeLZ8c&t=149s
https://www.youtube.com/watch?v=FPrlFF4xDSM&t=1075s


9.活動のまとめ

• 上田・小諸には活用すべき資料が非常に多くあり、教育などで活用の機

会を与えるうえでもデジタル化及びそこで解説された資料を公開するこ

とは記録的・歴史的に重要であると感じた。

• 一度公開した資料でも、説明部分でブラッシュアップする必要もある。



10.今後の活動

• YouTubeチャンネルの活動を2月以降再開する。（コロナ禍もあるのでで

きる範囲で）

• 公開した資料のブラッシュアップ

• 撮影した動画の編集・公開



ご清聴ありがとうございました。


